
振り返りますと、夏休みが終わってから今日まであっという間に過ぎてしま
った感じがします。ここまで８０日ほどの授業日数でしたが、全校の中心とな
ってがんばった運動会、思い出いっぱいの修学旅行、リーダーとして活動した
金津っ子まつりと、充実した日々を過ごすことができたと思います。どの活動
も、子供たち一人一人が、自分の思いや願いをもって一生懸命に取り組むこ
とができました。たくましくなった子供たちから、体の成長はもちろんのこと、

心の成長も一段と感じます。
もうすぐ子供たちが待ちに待った冬休みです。学校生活で培った力を、今度はご家庭や地域で発揮する

番です。クリスマス、大晦日、お正月・・・。１年間の締めくくりと希望にあふれる新年の始まりとで、子供たち
にとっては学校生活の中では学ぶことのできない事を学べる絶好の機会となります。例えば、お手伝い。た
とえどんなにわずかなことでも、実際に手を動かして体で覚える中で、子供たちは必ず何かをつかむでしょ
う。また、一家団欒の楽しさや、お客様の接待、よそのお宅を訪問しての礼儀作法の大切さを学ぶには、お正
月ほどよい機会はありません。
ご家庭では何かとお忙しい日々を迎えられることとは思いますが、お子さんを交えて有意義な日々をお送

り下さい。最後になりましたが、ご家庭の皆様のご協力に支えられまして、冬休みを迎えることができました
こと、心より感謝申し上げます。

９月～１２月の学習を振り返って

＜国語＞・漢字の定着を！
字の形を覚えることは大変早くなりましたが、同訓異字の使い分けが難しいようです。それぞれ
の漢字の持つ意味をしっかり覚えるために、どういった場合に使われるのかも併せて覚えるよう
にするといいでしょう。
（例 努める・務める・勤める 納める・収める・治める・修める）
また四字熟語やことわざ、慣用句もいくつか学習しました。しかし適切に使いこなすにはもう少
し時間が必要なようです。新聞やニュースではよく耳にするので、生活の中で使い方を習得して
いくのが一番でしょう。
・書くこと・・・自分の考えや思いを効果的に表現できる事が大事です。
作文では、文章の長さを気にしがちですが、いかに中身の濃いものにするかがポイントです。自
分の思いや考えが相手にきちんと伝わるように、より適切な表現で伝えられるよう語彙を広げた
り、構成を工夫したりして、書く楽しさや伝え合う喜びを少しでも感じることができたらと願ってい
ます。
・読むこと・・・読む力は自己教育力の土台です。
読書量の多い子は、語彙も知識も概念も多く身に付きます。そのため理解も習得も記憶も確実
になってきます。今年度ももっと本に親しんでもらおうと、積極的に読書に取り組んでいます。図
書館から届く学級配本だけでなく、学年図書も廊下に置いてあり、子供たちには多くの本を薦め
てきました。どんな本でも結構です。できるだけ多くの活字にふれられるように、ご家庭でも一声
お願いします。

＜算数＞・比
比の計算はよくできていました。比を使った問題になると、比と数量との対応を勘違いすること
が多かったです。線分図に書いてイメージをつかむことで、その比が何を表しているのかがつか
みやすくなります。どんな文章題でもそうですが、先ずは図に表してみると題意の整理ができ、式
が立てやすくなると思います。これからの授業でも、この点について積極的に勧めていきます。
・比例、反比例
伴って変わる２つの量の関係が比例することを、根拠を明らかにして説明することもだいたい理
解できていましたが、１通りだけでなく多面的に考えられるようになることが大事です。
比例も反比例も、中学校では理科の学習でもよく使われています。表やグラフを読み取る力も
大事です。

６年学年だより
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＜社会＞ 歴史では、新聞作りや調べ学習に意欲的に取り組んでいました。鎌倉時代以降は大きな出来事
がたくさんあるため、時間の流れが曖昧になりがちです。この後、明治時代に入ると世の中の変
化も激しくなります。漠然とでも世界の中での日本の姿をとらえていく事が出来ると、歴史ももっ
とおもしろくなると思います。
そして歴史の学習が終わると「世界の国々」についての学習が始まります。テレビや新聞など
で、毎日外国の情報を耳にします。完全にはわからなくても、そういった話に触れるだけでも関
心が深まっていくでしょう。具体的には、日本とつながりの深い国々を取り上げて学習する事に
より、日本から世界へと視野を広げていきます。情報機器の発達で身近に感じられるようになっ
た外国ですが、そこに住む人たちの文化や生活、そして日本との関わりについての学習は初め
てです。こうした学習は歴史学習と違って、資料や本だけではなくニュースや新聞などから新し
い情報を得ていく事も大切です。今、世界は刻々と変化しています。ご家庭でも積極的に国際情
報にアンテナをはってくださると有難いです。

＜理科＞ 水溶液の学習では、本格的な化学実験をするというわくわく感を感じていたようです。塩酸やア
ンモニアを使ったいくつかの実験では、理科のおもしろさや不思議さをより感じることができまし
た。この意欲を、次の電気の学習につなげていきたいと思います。
理科というと、苦手に感じる子がいますが、家庭の台所には小学校で学習する化学がいっぱい
潜んでいます。例えば、大掃除のときに、「この洗剤って何が入っているんだろう」と容器のラベ
ルを見てみると、習った言葉を目にしたりします。日常生活と理科が結びつくことで、理科の面白
さをより実感でき、興味を持てるようになると思います。

＜生活面＞ ・学校行事では、先頭に立って最高学年としての責任を果たしていました。友達関係もよく、互
いに声を掛け合って一緒に活動する姿には、6年生としての頼もしさを感じました。下級生の
前に立って話をする機会も多くなりましたが、相手に応じて言い方を工夫することもできたよ
うです。
・ゲームやSNSに夢中になっている子が多くなってきました。オンラインゲームで家にいながら
友達とのやり取りを楽しんでいる子もいます。時間を決めてやっているうちはいいのですが、
夢中になるがあまり、就寝時刻が遅くなったり、自分の生活時間が乱れてしまったりと、マイ
ナス面が目立ってきている子も見られ、心配に思うこともありました。中学校進学に向けて、
自分の生活時間を見直していくよう指導していきたいと思います。中学校では、勉強に部活
にと忙しくなる中、自由度も増え活動範囲も広がります。実り多い中学校生活を送るために
も、上手な時間の使い方を考えられる子に育ってほしいと思っています。

＜冬休みの学習＞ 詳しくは、お子さんにお分けする計画表をご覧ください。

＜後期後半開始について＞ ＜今後の主な行事予定ついて＞

お願いとお知らせ
・歯や視力の検査結果で、医療機関の受診がまだの人は、この冬休みでの受診をお勧めします。
・ニュースなどでSNSを使ってトラブルや犯罪に巻き込まれている話を耳にします。お子さん
がどのようにSNSを利用しているのか、今後どうやって利用していったらいいのかを、中学
校入学までにご家族で話し合っていただけたらと思います。

・出席停止などで連続５日以上欠席した場合、給食費が返金されます。１２月分の返金につき
ましては、１月分の集金で調整させていただきます。（早退は対象になりませんのでご了承
ください。）

★必ず取り組む学習 ★進んで取り組む学習
①冬休みの友（ｐ12とｐ16はいいです。） 〇なわとびの練習
②冬にチャレンジ 〇自主学習
③eライブラリ(タブレット) 〇習字「銀河」「光る天地」名前だけ
１日に各教科２つ以上やりましょう。 〇読書 など

★１月１０日（火）
〇持ち物

冬休みの宿題全部 筆記用具
雑巾１枚 冬休みの生活表
内ズック 水筒 なわとび
健康観察カード タブレット(充電器）
体操服・赤白帽子 国語・算数・英語

〇下校 １３：３０

２月７日（火） なわとび大会
（学校公開）

２月２８日（火） ６年生を送る会

３月１６日（木） 卒業証書授与式

※予定ですので、変更があるかもしれません。


